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コンクリート打設数量管理システム

技術概要

■施⼯図から打設対象のコンクリート数量を容易に計算できます。
■iPad上の図面の未打設範囲を手動で囲むと、その範囲の体積を自動計算できます。
■⽣コンの荷卸状況を考慮して、追加するコンクリート量を自動計算します。

コンクリート打設の終盤には、必ず、コンクリートの数量調整を⾏います。刻⼀刻と変化する打設状況、⽣コン⾞の
荷卸し状況および出荷状況を考慮して、最終的な調整数量を判断し、⽣コン⼯場に注⽂します。しかし、現場管理に
追われている状況下で正確な判断が要求されるため、コンクリートの調整数量を判断することは難しく、⾜りなかっ
た場合には現場作業が遅れ、残業となることもあるため、作業時間に制限がある現場などでは、余ることを覚悟の上
で多めに発注するのが常となっています。過度にコンクリートが余った場合には、無駄なコンクリートの費⽤だけで
なく、その余ったコンクリートの処分費を請求されるため、コンクリートの調整数量の計算には、精度が要求されま
す。本システムはそのコンクリートの調整数量計算をiPad上で正確かつ容易に⾏うことができるシステムです。

写真１ 現場での計測状況
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技術の特徴

【準備段階】
①柱・壁、梁、壁、梁記号、スラブ記号、壁開⼝記号をそれぞれレイヤー分けした施⼯図を作成する。
②施⼯図を本システムに読み込み、当⽇打設するコンクリート数量を⾃動計算する。（画像１参照）

【打設当⽇の計測作業】
③⽣コン⾞の配送管理担当者が⽣コンの荷卸し状況を確認し、⽣コンの荷卸完了時間を⼊⼒する。
（画像２参照）
④コンクリート数量管理担当者が現場状況を確認し、iPad上の図面の未打設部分を赤線で囲むことにより、その
範囲の体積を⾃動計算、③の⽣コンの荷卸完了状況のデータと出荷済データを元に、追加注⽂するコンクリート
数量を⾃動計算する。この計算結果を基にコンクリート数量を調整する。（画像３参照）

画像１ システムの図面読込～体積自動計算状況

画像２ 生コン配送・荷卸管理画面 画像３ コンクリート数量管理画面


